


















?イメfr¥':iはうtfJイi)Iザヒを出l;まえたうえで、J;泊ましとし¥うヲt，;~ f;~ iEに1mサーるうt の IIYj-¥J
条件にもとづいて、 J;j}JましJIJ 論的条件を作認しながら Iy~ I析にした。そのような JIJ仰など
の逆行文、JJj)jましの規約 I~I~J 間抜発話行為文および ;)I' )3i 約 I'J<JI日]接発話行為丈、談話レベルの励ま
1=本刻、 rl1lEI のそれぞれの形しについて、具体的問例を挙げながら、 |二jl:j1対照のず工場ー から
態特徴を副主m・行1，).文-ディスコースの視点から考 1:-1 1 1 1 の対 J，~:lリミ機能が 1;]じで、-分析しfニ。
言語傾型論における恨本的遅いは lfi]じく励ましとしての 1I11 している話荒や情:>ともあるが、
が [=-1 ¥lっていわざるをえない。 孤立の語学I[<J性質にも余波を及ぼしていると主丈)i 0) 


































行為指示以討としての意義においては， “cncourage (励ます一) "という :IVJ討が命名す
るうを日行為は， I'rIき手に勇気を吹き込むといううを語以介(1<J主[':(1で[遂行される行為であ



























J JE 、. かるように、 し !lriき 出させ、 7ド させるよう
依頼や いがある 為の える。
0) 研究して j京・ノト
(2010) に 《 !jYJ》に関する く を る
在i の f く、 0) I 正
その午 、次のよう 0) 1'ヲ仔IJ いる。
( 1 ) ( 1) (病 び〉 いとして〉 くよくなってく
( )いつか、 を追い る 、が/υ イ〉 く さし ¥0
山田 (2008: 1
、? ? ???? ? ??、 、 できるよ るから
近く 1~ ヵ、らついでによ けど多
iJ 1持ιi支万三・小野 (2010 : 134) 
そうじゃないの
の 4 は什)をi徐き、い も励ましの 111句
山|司・
伊jだうつ。






































しぴ〉 し¥こ均、 い、開き手に ましし 1






















また、 (6) の“我鼓 )JJjJ 休 j主~\ 1í!京!円のような言い方は 1::1 常生活ーでよく )~j し 1 られる。 j二
記の文法ti# 造と比べて、最後の“迭~，、倣(このようにやる) "という指示限定表現が迫;)IJさ
れている。この発話のj吉I床は「和、は、あなたがこのようにやるのを励ますJになる。
で、 rl:'ITJ 訟では、遂行動詞“鼓励"が明示 I~I~J に使用される遂行文が存在することが分かる。










(7) 我 ffJ鼓励革命文 Z 家 14:( 扱地来近工衣兵，を合他 frJ以到 ~nfJ'¥ I十去的完全白山，治仙台、]










日本語では、励ましの重jぷ可 i励ます/激励寸る J (土 I~~ たいと思う J
と組み合わせて、 I~~励ましたいと思います J i ~~激励し
ある。激励の対象に向ヵ、って、たとえば、「私は~~さんを励ましたいと思います J 1我々
は~~さんを激励したいと思います。 J と発話されるばあい、いずれも準遂行情文パターン
に人ってもよいであろう。 rl 詰も 1，;']じことが言える c












行為の「頼む(斥托)Jや感謝発話行為の f感謝します(我感謝)J や謝 ~ì~発話行為の「お








「がんばれ」は動詞「がんばる j の命令形である。 1がんばる j のふ1，;.y}Jj[については l我
(が)に張る」または Illl~ (がん)仮る j の転だと辞書に書いてあり、よく使う漢字表
の「頑張る」は当て字だと説明されているが、現代日本語としては、一つの使JT頻度の|←;7i
い到詞の役割を果たしている口語葉的 I味としては、 「あることを成しとげようと、凶矧














とを表わす「給tU:r (する) Jの基本的意味もあるが、 「小]~， )]1 1JI ! Jなどのような例で
は「王くん、かんばオし!Jの意味を表す。ただ、 11国語のぱあい、日本語の動詞のような













vJがお!;帰したとき、 JEilj~ 嫉 Mi を ~icL~じたよ c
でも、 v~己が J]ÎんだイII 手ならイ'~I~ ないと忠った。
をした o bJを励まして、「愛しているなら、結姑しろ。
などは l~cJ ら泊、な「がんばれ~ J 






(“不II~ 好的見人結婚!日 1" 伯~ J主f(=.悦j草，不安我去IJ不1我技i吻川地。)




はそうではないようである。 (8) のばあい、妹の結婚は ~ID親に反対されて、結帰すること
が耐難な状況にあったので、!万UJましの語用論的条件を充たしている。 (9) のほうはその表
現だけでは文脈が分からないが、!万UJましではなく、助言の発話機能だと見るのが妥当であ








j~=J 論 111句提が J前うなら、
(てください)十なさし 1
励ましの機能を果たす発話として使われることになる。
「がノν{まってく 7ごさし¥J Iあきらめるな!J 

























の夫 JJ~ はよ乙付記 1'1旬以i Li:I'jペコ志 I床によって』込なる言いカーになる口
( 1 1 )大 ~U ';.t版制I'J<J査!可我I'JfJ功関，))_索i主我El句作 lijilo地対我的作!日，足、足卜分i氏名，
鼓 J)~J我:史多波多可。








、 、 、 ? 』 ，
?
? ?ー ? ?
??
( 1 1 )における日本語の表現に注目してもらいたい口 「どんどん読んでどんどん書:きなさ
いと激励した」における I~ なさしリの刑法が使われている。この文脈 c丈)lJ~は抽象的な
ことばであるが ここではその励ましに関する語用論条件を指すつもりである)では、励




とも「俺で出来る事は手伝うから j とも言って]頁きました。 ありがたい事です口
(上周星期五平[J 星期六-起去 i喝 i図的丙位朋友(二位者I~是必経理)也鼓励我凶:“休
絶対没何題!千万別放奔!"!市且他 ii'J二人~都対我泌“有我能倣的一一定会 filj 忙"。
真是太雄得了。) (-~) 
( ] 2) では「諦めるな」の「目立j詞のる形十終助詞な」の動詞の禁止形が励ましのことばと
して使用されている。 1=こi国語のばあいも、同じく“月IJへ"あるいは“不要~"のような禁
止構文を使い、励ましの表現となっている。lWJ詞そのものの意味(ここでは、たとえばこ














話である。 iVょう Jの丁寧な形となっていて、確認の終助詞[ね」とともに使われ、 子
供の次回の行動が失敗しないように励ましている。
(14) “体述恨年程1l~1! "秦波又鼓励地 ~5~ :“町T~5Í祢述没有入党，是不是 11阿?要努力





( 14) の日本語の表現にも「努力しましょうね」の í~ ましょうね J の構文が使われ、励







|下]形態特徴をまとめた。たとえば、 「がんばれJ Iがんばって J IがんばりなさいJ Iが
んばってくださしリ 「あきらめるな _I Iがんばりましょう(ね) Jなどのようなものであ
る。動計lの命令形や動詞のて形、 「動言語l十なさしリ 「間j剖+てくださいJ r il)J詞十なJ r-~ 
ましょうね j のような勤前の一定の活用形や構文的特徴を持っていて、動詞そのものの
i床、話用条件も揃えば、つまりある一定の文脈においては、励ましの機能をつねに発揮す





め、 ~I三規約 I~I<J 間接発話行為文の励ましのカテゴリーに入ると思う。
次の(1 5) 例は話し手由身のこれカミらの行動について相手に告知することを通して、励
ましの発話行為を間接に実砲している口





この (15) の例文においては、日本語の授受表現 r~ てやる」構文が使われるため、 「買








































ん「 フカ瓦j の「どれど う:は一つの ワがある
オて) '1到3しζ つ l のし¥く ジコ
し し1 j〆 えるで 9 このよう ;ωi し
iご1，本長?? のr JlJで とj~本語 の!'l然
できると
レベルの励ましが しているむ
( 1 7) し手 んの!五)jましの 一つの文 く、し 1く j) ¥ から
いる cどの も しの機 を 1、?に、 の!jJ)j プGミ4ノ よ1)、
し、ると ろう。
5おわち
び〉 (土、!万)J るそのヤ {間Jj司、し¥ )1ラ 特徴 えてい
る IJ ~本 [励ます一(激 る) JとI:lr ヴコ 1日j“ のよ，j-J，L:会1ら
まり、 ジ〉 nラ( }、ーJー の(18) に 分の石r じろ J)やifJJI の
86 

































1 J c m O);J、 {本格はコンブ
レックス ヴ〉戸C~才、?






























































jつれ ク口 Il~J 考 、 る
し¥ てb、ノ1入 。〉 る。
の
トの ましも び〉 し~ ¥ :‘ v て、記
し方、なし 1 し、つまり (I~J アhナ命、 EAE -j
J ヒ ZcF; !j ;[!IIしカミ
































(4) この(1 2) の例文は下記の Yahooブログからの引用である。
http://blogs.yahoo.co.jp/ookamisyounen28gou/3 8 7 56859 .html 
ちなみにその中国語訳は筆者によるものである。
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